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E-mail：chikura_kizuna@yahoo.co.jp 
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千倉地域づくり協議会『きずな』 
    平成３０年度通常総会が行われました 

 ５月２４日（木）千倉保健センターに於いて、表決委任者含め５９名出席のもと、平成３０

年度千倉地域づくり協議会『きずな』の通常総会が行なわれました。 

 当日は公務で欠席の市長に代わり、嶋田守副市長をはじめ、南房総市市議会議員（千倉地

区）の方々のご臨席を賜り審議が進められました。小沢会長からは、「情報化社会に対応した

取組みとして、新たな基本方針『情報通信を活用したまちづくりに関すること』という項目を

盛り込み、SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）を活用した、より効果的な活動を目

指していきます。」との挨拶がありました。 

 また、来賓代表の嶋田副市長のごあいさつの後、平成２９年度活動報告・収支決算報告、平

成３０年度活動計画・収支予算が審議承認されました。 

 総会後には当会員である川名融郎氏を講師に、SNSについての簡単な勉強会を行ないまし

た。千倉地域づくり協議会『きずな』は、今後も地域の身近な課題解決・地域活性化促進に向

け活動して参りますので、地域の方々のご理解ご協力の程宜しくお願い致します。 

  収入決算額 1,141,060円 支出決算額747,173円 差引金額  393,887円（次年度繰越） 

■ 平成２９年度 千倉地域づくり協議会『きずな』収支決算報告 

１．収入の部  
科  目 決 算 額 摘  要 

１．総 務 費 244,783円 きずな通心発行代、通信費等 

２．事 業 費 502,390円 ４部会の活動費 

３．予 備 費 0円  

合  計 747,173円  

２．支出の部 
科  目 決 算 額 摘  要 

１．活動費交付金 983,400円 南房総市交付金 

２．前年度繰越金 129,407円  

３．雑 収 入 28,253円 料理教室参加費、預金利子等 

合  計 1,141,060円  

平成３０年６月 

第９５号 

 嶋田守副市長のごあいさつ 

 

※平成３０年５月３１日現在の情報です 

 ～ ８年目の活動が スタート ～ 

 小沢正順会長 
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南房総みんみんネット 検 索 

登録団体一覧：千倉地域づくり協議会『きずな』 

きずな通心は、インターネット上で    
がご覧いただけます。 

千倉地域づくり協議会『きずな』 
     のFacebook 

千倉地域づくり協議会Facebook 

毎月第３日曜日に実施している千倉海岸の美化活動

(ビーチクリーン活動)を『きずな』は応援しています。 

 日 時：６月１７日(日)９時開始 （３０分程度） 

 場 所：南千倉海岸 

     川尻橋北側駐車場に集合  

※ゴミ袋は用意します。手袋や飲み物は各自でご用意ください。 

                  主催：千倉海岸美化推進委員会 

 千倉地域づくり協議会『きずな』では、下記日程で「瀬戸浜海岸付近美化活動」 

を行います。美しい景観は治安の良いまちづくりに繋がります。 

 たくさんのご参加ご協力をお願いいたします。 

６月２４日（日） 午前 ９：００ ～ 1時間程度 

千倉保健センター駐車場 

※ ごみ袋は用意します。軍手や 飲み物は各自でご用意ください 

～ 瀬戸浜海岸付近 ～ 

検 索 

豊山海（ほうさんかい ） 
 豊かな山や海の自然、歴史や文化を生かした 

まちづくりを推進するため、次の活動を行います。 

① 美化活動の実施やポイ捨て防止や不法投棄禁止 

  の啓発をする 

② 既存団体との活動協力体制づくりを行う 

③ 安房の名工「後藤利兵衛橘義光」の文化遺産を地域 

  資源・地域の宝として、観光資源やまちづくりのシ 

  ンボルとして活用するため、次の取り組みを行う 

   ・前年度に作成したガイドマップを活用した作品  

  見学会を実施する 

 地域の中で助け合いの出来る組織づくりを行うた

め、次の活動を行います。 

① 学校でのあいさつ運動を実施する 

 ・ 毎月第１・第３月曜日 

 ・ 市民・各団体へも参加を募る 

 ・ 学校との話し合いを行う 

② 地元産の旬の食材を使った料理教室を開催する  

③ 高齢者対策について検討する 

④ 時宜を得たテーマで勉強会を開催する 

 きずなの会 

千倉港・海の里づくりの会 

高家学ぼう会  漁港施設及び漁港周辺を活用したイベントを開催し、
千倉港に活気を取り戻すため、次の活動を行います。 

 ① 物産市・うまいもん市の開催 
 ② 朝市の開催 

 ③千倉漁港区域内の活用について、東安房漁業 

   協同組合と協力関係を構築する 
 ④ 先進地の視察 

 ⑤ 漁港区域内の清掃 
  ・千倉漁港クリーンキャンペーンとして、９ 

   月を予定しています 
 ⑥ 釣客のマナーの啓発 

 ⑦土佐与市の活用 

  お詫び ： ５月号でお知らせした、あいさつ運動今後の予定の５月２１日(月)は、千倉小学校運動会の振替え 
        休校日となり、２２日(火)に延期実施されました。訂正してお詫び致します。 

 天下太平・五穀豊穣を願い忽戸・平磯地区で受け継がれている三番叟。今年は４年間（該当する３～

６年の男児がいなかった為）中断されていた平磯区でも５年振りに披露されます。 

 熟練者が行う囃子方（大鼓・小鼓・笛）の楽器に合わせ、千歳、翁、三番叟・尉、で演じられる三番

叟は、演じる子どもたちや地域の人々の努力により面や衣装、鳴物などの諸道具や台詞の一節まで大切

に受け継がれてきました。 

 今年も、７月の千倉祭礼の本番に合わせ熱のこもった指導が始まっています。それぞれの地区により

受け継がれてきた舞には違いがあり、県の指定無形文化財にもなっています。 

 神聖かつ荘厳な舞を是非ご覧にお越しください。 

指導する姿にも熱が入ります 

平磯地区 

日時：７月14日(土)・15日(日)  

   15時頃～（上演時間約35分） 

場所：平磯コミュニティ集会所 

         （諏訪神社内） 

忽戸地区 

日時：７月14日(土)・15日(日)  

   1１時頃～（上演時間約35分） 

場所：荒磯魚見根神社 

平磯区の練習風景 

今年は 4年生3人、5年生1人、 

6年生1人が2班になり演じます 

忽戸区の練習風景 

 ７月２日(月)、NHKあさイチの番組内、キッチングッズ
向上委員会のテーマ『箸』で、庖丁式の様子(高家神社春

季例祭）が放映されます。「食材に一切手を触れず･･･」
の由来から始まった箸の文化。料理の神様を祀る神社の

お膝元から発信される伝統美、是非ご覧ください。 
 

放映日時：７月２日（月） （予定） 

    ８時15分～９時54分内の 

 NHKあさイチ 
 「キッチングッズ向上委員会」テーマ「箸」 

  日本で唯一の料理の神様を祀る高家神社を地域資源として、 

 市民と事業者が一体となった活力あるまちづくりにつなげるた 

 め次の活動を行います。 

 ① 高家神社を核とした地域活性と伝統文化継承、コミュニケー 

  ションの場作りを行う 

   ・社小屋(ワークショップ)：食を中心とした体験教室（和食 

    料理教室など）、書道教室、百人一首教室、古代米の活用 

    古代米の穂の活用（亀・鶴・しめ飾り）などを開催する  

 ② 高家ブランドの構築 

   ・千倉水産加工業協同組合との連携による商品開発(水産加 

    工品、菓子、梅干しなど) 

   ・地場産品を活用した特産品の開発等 

   ・高家ブランドとしての、御朱印帳、お守りなどのデザイン 

      協議 

   ・全国レベルの商品審査会、料理学校の誘致などに向けての 

    事業 

 ③ 高家神社の整備事業（駐車場整備、植樹などの 景観整備） 

 ④ 高家ふるさと産品推奨品のパンフレット作成及びシールの利  

   用促進 

 ⑤高家ふるさと産品推奨品制度の推進と販売促進、PRの強化に  

  努める 

 ⑥高家神社例祭(5/17・10/17・11/23)の協力 

 ⑦ 梅見会イベントを開催する 

   ⑧高家神社のインバウンドに向けての事業強化   

 ⑨情報発信体制の確立(マスメディアへの情報発信の強化) 

 ⑩売店の活用  ⑪福祉センターの活用について検討 

 ⑫先進地視察  ⑬谷津区・高家神社氏子との協力 
細かい所作まで丁寧に伝えます 

地域の大人の優しさに育まれています 


